
とうきょう すくわくプログラム活動報告書 ５．探究活動の実績

年間テーマ 自然とあそびの出会い

園名 板橋保育園

クラス名 4.5歳児

時期 10月

１．テーマ

＜テーマの設定理由＞

２．活動内容

３．活動スケジュール

６．振り返り

４．環境のデザイン 活動のために準備した素材や道具、環境の設定

自然とあそびの出会い

昨年度の経験から、より自然を身近に学び、考え、

自ら発見して遊びを展開し、創造力を広げる。

プラネタリウムを鑑賞して、これまで身近ではなかっ

た自然現象への興味・関心をもつ。“空に興味を持っ

て遊ぶ”ことから、自然への探求心を深める。

ホワイトボード・図鑑・交通費(電車代)

以前から宇宙や星に詳しい子がいて、みんなでプラネタリ

ウムへ行ったらどうかな？という話が子ども達から聞かれ

た。子ども達にそのことを伝えると「行ったことがある

よ」と話す子もいて、みんなで行ってみたい！ということ

になった。プラネタリウムでは惑星の話を聞き、「惑星っ

て、どうやったら作れるのかな？」「星を作ってみたい」

など、今まで宇宙や星に興味を持っていなかった子も興味

を持ち始めたようだった。

今回、一人の興味から全体へ興味を広げるために、プラネ

タリウム鑑賞会を行った。実際に観に行ったことで、興味

関心をもつ子が増えた。今後は、絵を描いたり、制作を

行ったり、自分の星座に興味を持ったりと活動の幅を広げ

ていきたい。

13：39中板橋駅発の電車に乗っていく。プラネタリ

ウムを鑑賞する。展示室をみる。電車で帰る。


